




　福岡と北九州の都市高速道路は、お客様の豊かな未来

◆ 設立年月日

昭和４６年（1971年）１１月１日

福岡県、福岡市、北九州市により設立

（地方道路公社法第８条）

◆ 所在地

本社・福岡事務所

北九州事務所

◆ 業務

福岡都市圏及び北九州都市圏の交通体系の根幹となるネッ

◆ 営業延長

福岡高速 　　　　５９．３㎞

北九州高速 　　　４９．５㎞

◆ 料金収入（令和２年度）

福岡 　　３５９．0億円／年

北九州 　１４９．１億円／年

１．３９億円／日 福岡 　　　０．９８億円／日

北九州 　　０．４０億円／日

◆ 通行台数（令和２年度）

福岡　 　５，７４５万台／年

北九州 　２，７６８万台／年

２３．３万台／日 福岡 　１５７，４１０台／日

北九州 　７５，８４３台／日

　　 ※端数処理の関係上、合計において合致しない場合があります。

１７７名　　うち常勤役員　５名（令和３年７月１日現在）

ています。

公社プロフィール

に貢献するため、道路の保全・交通管制・交通パトロー

ルなどによる安全・安心・円滑な道路サービスを提供し

　北九州市小倉北区東篠崎３丁目１番１号

　福岡市東区東浜２丁目７番５３号

１０８．８㎞

トワ－クを形成する指定都市高速道路の新設又は改築等

（道路整備特別措置法第１２条第１項）

(1)都市高速道路の新設、改築、維持管理

(2)都市高速道路と密接な関連のある道路の建設、管理

(3)高架下の管理

５０８．１億円／年

◆ 役員・職員数

８，５１４万台／年

１ 福岡高速道路・北九州高速道路とは

　２）北九州高速のネットワーク

　３）お客様の利便性向上

　２）維持管理の日常的な取組

　１）料金収入・通行台数
　　　　　　・供用延長の推移

　７）主な経緯
（計画路線・償還期間・主な供用・その他）

　６）役員・組織

　３）構造物の老朽化対策

　１）メンテナンスサイクル
（点検・診断・措置・記録）の取組

４ 安心のための維持管理

　３）新型コロナウイルス感染症
　　　　　　　　　　　への対応

　２）大規模災害への備え
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　２）高架下駐車場

　３）年度別収支の状況
　　　　（令和2年度）

　４）資金の調達と借入れ状況

　５）令和３年度予算
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福岡高速道路・北九州高速道路とは

福岡高速の営業延長は ９ ３ 、事業中延長は で、令和２年度の 日あたりの

平均通行台数は 台となっています。

設計速度 延　長 事業費
（km/hr） （km） （億円）

福岡高速１号線
福岡市

東区香住ヶ丘
福岡市

西区福重

４
・
６

昭和

46年度
～

平成

23年度

福岡高速２号線
福岡市

博多区千代
太宰府市

水城
４

60・80
（※）

昭和

47年度
～

平成

24年度

福岡高速３号線
福岡市

博多区東光
福岡市

博多区大字下臼井
４

昭和

48年度
～

令和

1２年度

（予定）

福岡高速４号線
福岡市

東区箱崎ふ頭
福岡市

東区蒲田
４

平成

 3年度
～

平成

19年度

福岡高速５号線
福岡市

博多区西月隈
福岡市

西区福重
４

平成

10年度
～

平成

24年度

福岡高速６号線
福岡市

東区香椎浜
福岡市

東区みなと香椎
平成

28年度
～

令和

２年度

合　計

・事業費は一般管理費等を含む

（※）８０km/hr（ 金の隈～水城）、６０km/hr（左記区間以外）

福岡高速４号線は　貝塚ＪＣＴ付近～福岡ＩＣ付近に於いて、規制速度８０km/h

として運用

区
分

路線名
車
線
数

工期

福
岡
高
速
道
路

起　点 終　点

）福岡高速道路

路線図・交通量

整備計画
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福岡高速道路・北九州高速道路とは

福岡高速の営業延長は ９ ３ 、事業中延長は で、令和２年度の 日あたりの

平均通行台数は 台となっています。

設計速度 延　長 事業費
（km/hr） （km） （億円）

福岡高速１号線
福岡市

東区香住ヶ丘
福岡市

西区福重

４
・
６

昭和

46年度
～

平成

23年度

福岡高速２号線
福岡市

博多区千代
太宰府市

水城
４

60・80
（※）

昭和

47年度
～

平成

24年度

福岡高速３号線
福岡市

博多区東光
福岡市

博多区大字下臼井
４

昭和

48年度
～

令和

1２年度

（予定）

福岡高速４号線
福岡市

東区箱崎ふ頭
福岡市

東区蒲田
４

平成

 3年度
～

平成

19年度

福岡高速５号線
福岡市

博多区西月隈
福岡市

西区福重
４

平成

10年度
～

平成

24年度

福岡高速６号線
福岡市

東区香椎浜
福岡市

東区みなと香椎
平成

28年度
～

令和

２年度

合　計

・事業費は一般管理費等を含む

（※）８０km/hr（ 金の隈～水城）、６０km/hr（左記区間以外）

福岡高速４号線は　貝塚ＪＣＴ付近～福岡ＩＣ付近に於いて、規制速度８０km/h

として運用

区
分

路線名
車
線
数

工期

福
岡
高
速
道
路

起　点 終　点

）福岡高速道路

路線図・交通量

整備計画

福岡都市圏における放射環状道路網の枢要を担う自動車専用道路であり、市街地の渋滞

緩和のみならず、九州自動車道や西九州自動車道と接続すること等により北九州方面や

佐賀方面、熊本方面とのアクセス向上にも大きく寄与しています。

福岡高速は一般道路の約 倍の交通を分担

福岡高速の道路延長は福岡都市圏全体の ですが、走行台キロは を占めてい

ます。福岡都市圏の一般道路における あたりの走行台数と比べた場合、約３倍の交通

を支えています。

※福岡都市圏：福岡市、筑紫野市、春日市、大野城市、宗像市、太宰府市、古賀市、福津市、糸島市、

那珂川市、宇美町、篠栗町、志免町、須恵町、新宮町、久山町、粕屋町

※走行台キロとは 日の道路を通行する車両 往復 の交通量に道路延長を掛けた数値

（平成 年度道路交通センサスを基に算出）

役 割
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北九州高速の営業延長は で、令和２年度の 日あたりの平均通行台数は

台となっています。

設計速度
（km/hr）

延　長
（km）

事業費
（億円）

北九州高速１号線
北九州市

小倉南区長野
北九州市

小倉北区下到津
４

昭和

46年度
～

平成

20年度

北九州高速２号線
北九州市

小倉北区許斐町
北九州市

戸畑区大字戸畑
４

昭和

47年度
～

平成

20年度

北九州高速３号線
北九州市

小倉北区菜園場
北九州市

小倉北区東港
６

昭和

47年度
～

平成

11年度

北九州高速４号線
北九州市

門司区春日町
北九州市

八幡西区茶屋の原
４

60・80
（※）

平成

 2年度
～

平成

20年度

北九州高速５号線
北九州市

八幡東区東田
北九州市

八幡東区神山町
４

平成

10年度
～

平成

20年度

合　計

（※）８０km/hr（ 黒崎～馬場山）、６０km/hr（左記区間以外）

・事業費は一般管理費等を含む

北九州高速4号線は、平成3年3月に日本道路公団（現NEXCO）から引き継いだ路線です。

区
分

路線名

北
九
州
高
速
道
路

車
線
数

工期起　点 終　点

）北九州高速道路

路線図・交通量

整備計画
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北九州高速の営業延長は で、令和２年度の 日あたりの平均通行台数は

台となっています。

設計速度
（km/hr）

延　長
（km）

事業費
（億円）

北九州高速１号線
北九州市

小倉南区長野
北九州市

小倉北区下到津
４

昭和

46年度
～

平成

20年度

北九州高速２号線
北九州市

小倉北区許斐町
北九州市

戸畑区大字戸畑
４

昭和

47年度
～

平成

20年度

北九州高速３号線
北九州市

小倉北区菜園場
北九州市

小倉北区東港
６

昭和

47年度
～

平成

11年度

北九州高速４号線
北九州市

門司区春日町
北九州市

八幡西区茶屋の原
４

60・80
（※）

平成

 2年度
～

平成

20年度

北九州高速５号線
北九州市

八幡東区東田
北九州市

八幡東区神山町
４

平成

10年度
～

平成

20年度

合　計

（※）８０km/hr（ 黒崎～馬場山）、６０km/hr（左記区間以外）

・事業費は一般管理費等を含む

北九州高速4号線は、平成3年3月に日本道路公団（現NEXCO）から引き継いだ路線です。

区
分

路線名

北
九
州
高
速
道
路

車
線
数

工期起　点 終　点

）北九州高速道路

路線図・交通量

整備計画

役 割

北九州都市圏における放射環状道路網の枢要を担う自動車専用道路であり、市街地の渋滞

緩和のみならず、九州自動車道と接続すること等により福岡方面や大分方面、山口方面との

アクセス向上にも大きく寄与しています。

北九州高速は一般道路の約 倍の交通を分担

北九州高速の道路延長は北九州都市圏全体の ですが、走行台キロは を占め

ています。北九州都市圏の一般道路における あたりの走行台数と比べた場合、約 倍

の交通を支えています。

※北九州都市圏：北九州市、行橋市、豊前市、中間市、芦屋町、水巻町、岡垣町、遠賀町、苅田町、

みやこ町、築上町

※走行台キロとは 日の道路を通行する車両 往復 の交通量に道路延長を掛けた数値

（平成 年度道路交通センサスを基に算出）
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福岡高速３号線（空港線）延伸

福岡空港の滑走路増設などの機能強化が進められて

いる中、福岡市南部地域や太宰府 方面からの国内線

令和３年度は事業着手し、関係機関、関係者と十分な

連携及び協議を行い、早期完成を目指していきます。

西九州自動車道

福岡 IC

【位置図】

福岡高速６号線

福岡高速３号線（空港線）延伸

九州自動車道

福岡高速道路 太宰府 IC

主な構造：高架構造，地下構造

道路延長：約１．４ ＋連結路約０．４

車 線 数：４車線

設計速度：６０

▲位置図

▲計画平面図

事業着手までの主な手続き流れ

R3.5.19

整
備
計
画
変
更
許
可

R3.3.30

Ｒ
３
予
算
内
示

都
市
計
画
事
業
認
可

R3.6.18

事

業

着

手

R3.7.14

ネットワーク機能の強化

）福岡高速のネッ ーク

旅客ターミナルへのアクセス強化と、空港口交差点を

はじめとする福岡空港周辺道路の混雑緩和を図ります。

▲計画平面図 

都市高速専用右折レーンで

国内線方面へ（空港出口）一般道出口

空港口交差点 

既存出口

空港通り 

整備イメージ図 

■凡例 

空港方面 橋梁部・平面部 空港方面 地下構造部 

天神・太宰府方面 橋梁部 天神・太宰府方面 地下構造部 

都市高速専用右折レーン一般道出口

空港出口

一般道入口

料金所新設

既存「空港通」

出入口は存続

イメージパース（天神方面から空港方面） 

本イメージ図は平成 31 年作成のものです。 
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▲計画平面図 

都市高速専用右折レーンで

国内線方面へ（空港出口）一般道出口

空港口交差点 

既存出口

空港通り 

整備イメージ図 

■凡例 

空港方面 橋梁部・平面部 空港方面 地下構造部 

天神・太宰府方面 橋梁部 天神・太宰府方面 地下構造部 

都市高速専用右折レーン一般道出口

空港出口

一般道入口

料金所新設

既存「空港通」

出入口は存続

イメージパース（天神方面から空港方面） 

本イメージ図は平成 31 年作成のものです。 

— 7 —



福岡市東部地域の交通混雑緩和や、アイランドシティ地区国際海上コンテナターミナル、

福岡市立こども病院、青果市場などの広域的な交通需要に対応するため、福岡高速１号線と

アイランドシティを結ぶ延長約 の自動車専用道路を整備し、令和３年３月 日に

開通しました。

■開通後の整備効果（ か月速報）

アイランドシティ出入口の交通量は約 台 日で、香椎浜出入口の交通がアイランド

シティ出入口へ一部転換し、両出入口を合わせた交通量は 増加しました。また片男佐

橋交差点で、渋滞長が ｍから ｍに 減少するなど、一般道の渋滞緩和に寄与

しています。

）北九州高速のネットワーク

北九州都市圏の自動車専用道路ネットワークの整備状況

都市基盤と国際物流ネットワーク機能の強化を図るため、北九州高速道路に繋がる自動車

専用道路網の整備が着実に進められています。

黒崎バイパスとの接続により、北九州西部及び遠賀・宗像方面の利便性が大きく向上しま

した。

テープカット・くす玉開披 通り初め 香椎浜 JCT. 

門司 IC 

北九州高速道路 

【位置図】

小倉東 IC 

九州自動車道 

東九州自動車道
 八幡 IC 

北九州学術研究都市 

戸畑枝光線

凡例

：事業中

 
片男佐橋交差点渋滞長 

開通前 開通後 か月 

国道３号黒崎バイパス線
事業主体：国土交通省

事業着手：平成３年度より

事業主体：北九州市

事業着手：平成２３年度より

福岡高速６号線
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福岡市東部地域の交通混雑緩和や、アイランドシティ地区国際海上コンテナターミナル、

福岡市立こども病院、青果市場などの広域的な交通需要に対応するため、福岡高速１号線と

アイランドシティを結ぶ延長約 の自動車専用道路を整備し、令和３年３月 日に

開通しました。

■開通後の整備効果（ か月速報）

アイランドシティ出入口の交通量は約 台 日で、香椎浜出入口の交通がアイランド

シティ出入口へ一部転換し、両出入口を合わせた交通量は 増加しました。また片男佐

橋交差点で、渋滞長が ｍから ｍに 減少するなど、一般道の渋滞緩和に寄与

しています。

）北九州高速のネットワーク

北九州都市圏の自動車専用道路ネットワークの整備状況

都市基盤と国際物流ネットワーク機能の強化を図るため、北九州高速道路に繋がる自動車

専用道路網の整備が着実に進められています。

黒崎バイパスとの接続により、北九州西部及び遠賀・宗像方面の利便性が大きく向上しま

した。

テープカット・くす玉開披 通り初め 香椎浜 JCT. 

門司 IC 

北九州高速道路 

【位置図】

小倉東 IC 

九州自動車道 

東九州自動車道
 八幡 IC 

北九州学術研究都市 

戸畑枝光線

凡例

：事業中

 
片男佐橋交差点渋滞長 

開通前 開通後 か月 

国道３号黒崎バイパス線
事業主体：国土交通省

事業着手：平成３年度より

事業主体：北九州市

事業着手：平成２３年度より

福岡高速６号線

事故・渋滞対策の主な取組

事故及び渋滞の減少に向け、これまで、道路ネットワークの構築や安全対策を行って
きました。

今後も引き続き、事故及び渋滞対策に取り組んでまいります。

【事故・渋滞件数】
■福岡高速 ■北九州高速

※1） 渋 滞：走行速度 以下で車列長 以上の状態が 分以上継続した場合（事故に伴う渋滞を含む）

■事故対策：福岡高速 環状線（百道 ⇔ 姪浜）

【対策背景】
カーブ区間で、路面湿潤時に速度超過等による事故が多発

【対策内容】
滑り止め機能が高く、排水性機能を有する、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ舗装に更新
令和元年度 下り線 令和 年度 上り線

【効果検証】
令和元年度施工区間
令和２年度施工区間

件 年 ～ ⇒ 件 年 ～

経過観察中 ～

対策前 対策後

３ 安全・快適なサービスの提供

１）事故・渋滞対策

事故・渋滞件数の推移
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重大事故（逆走）に対する取組

【対策背景】 これまでも逆走対策に取り組んできたところですが、令和２年３月に北九州高速で
発生した逆走による死亡事故が発生

【対策内容】 令和２年度に両高速の全出口で逆走対策を完了（福岡 箇所、北九州 箇所）
Ⓐ大型矢印路面標示の設置
Ⓑ進入禁止看板の設置
Ⓒ壁面矢印板の設置

【継続対策】 両高速の合流部・ 部において逆走対策を進めます

■逆走対策：福岡高速・北九州高速 全出口

若園出口

進行方向 進入禁止看板

壁面矢印板

若園出口

対策前

B B

A

C C

対策後

路面大型矢印

進行方向

（対策後）

対策前

野芥西出口

野芥西出口

B B

A
C C

対策後

路面大型矢印 壁面矢印板

進入禁止看板
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本線車両感知器

監視用テレビカメラ

非常電話

気象観測装置 入口情報板

交通管制室では、交通監視カメラや非常電話な
どにより異常事態の有無、道路状況、気象状況な
どの情報を収集し、情報板や ※などによりお
客様に情報提供しております。

また、異常事態発生時には、パトロールカーを
現場に急行させ、事態の処理に関して適切な措置
をとるよう指示するとともに、必要に応じて消防
車、救急車などの出動要請などを行っています。

都市高速道路を定期または臨時に巡回し、事故
や故障車の有無などの交通の状況、落下物や道路
損傷の有無などの道路の状況、気象状況などの情
報を収集しています。

また、異常事態が発生した場合は現場に急行し
警察とともに事故への対応、落下物の排除、故障
車などへの対応を行い、さらに台風や大雨、積雪、
凍結、地震時には交通規制を行っています。

落下物処理

交通管制室
※ ： の略称

渋滞や交通規制などの道路交通情報をリアルタイムに送信し、カーナビゲーションなどの車載機に文字・図形で
表示する情報通信システムのことをいう。

（参考 令和２年度実績）
落下物対応 ：約７ ９ 件
故障車対応 ：約１ ５ 件
事故対応等 ：約 件

【情報収集機能】 【情報提供機能】

高速道路上に設置された各種センサからの検知結果を集計し、発生している交通状
況及び気象状況を収集しています。

また、道路情報板、ＶＩＣＳなど様々な提供媒体を通して、利用者に一元化した情
報提供を行っています。
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◆イラスト地図「スイスイマップ」

都市高速をより便利で身近な道路として活用していただくため、出入口や料金のご
案内、通行できる車両の基準などの注意事項等を掲載したイラスト地図「スイスイ
マップ」を作成、配布しています。

・都市高速のすべての料金所
・都市高速周辺の大型商業施設
・関係庁舎
・主要観光施設及び観光案内所
・自動車販売店及び自動車関連商品販売店
・レンタカー会社
・自動車学校
・道の駅
・ＳＡ（サービスエリア）、ＰＡ（パーキ

ングエリア）など

主な
設置個所

※詳しい設置箇所は、ホームページで確認できま
す。（「都市高速ガイド」＞「都市高速道路スイ
スイマップ」＞「スイスイマップの設置場所」）

工事による規制やイベント情報など、都市高速ご利用

のお客様に役立つ情報を提供しています。

◆ＬＩＮＥ 友だち登録
はこちらから

◆「ハイウェイテレホン」

■通行止や渋滞、平均所要時間などの道路状況をお電話及びホームページ等にて

ご案内いたします。

■道路情報は約５分ごとに更新されます。

音声にてご案内しています。

福岡ハイウェイテレホン（自動音声） ☎０９２－６４３－１３００

北九州ハイウェイテレホン（自動音声） ☎０９３－９３１－１４００

ホームページサイトやスマートフォンサイト

にてご案内しています。

・ホームページサイトはこちらから

「道路交通情報」＞「 見る！ハイウェ

イテレホン」＞「福岡・北九州都市高速」

■情報料は無料ですが、別途通信費がかかります。

■運転中のスマートフォンのご利用は法律で禁止されています。

聞く！

見る！

都市高速をより分かりやすくするための便利ツール

３）お客様の利便性向上
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　より利用しやすい都市高速を目指し、お客様から頂いたご意見・ご要望をもとに、
サービス向上に向けた取組を行っています。

◆改善事例

都市高速の出入口付近の観光案内をしてほしい。
時間短縮が見込めれば利用してみたい。

お客様のご意見

公社ＨＰ（観光情報）で都市高速を活用していろいろな観光
施設を巡るモデルコースと所要時間などを掲載しました。

出入口付近の観光案内

テーマ別（美術館・博
物館、神社、展望台）
のコースで観光施設を
紹介しながら福岡高速
の利用例を記載

福岡都市高速おすすめ
観光周遊コース

時間

約 分 県道 号線と関門トンネル

下関

エリア ジャンル 施設

ファミリー向け又は友
人・カ ッ プ ル向けの
コースで門司港、小倉、
八幡などのエリア別に
観光施設などを紹介し
ながら北九州高速の利
用例を記載

：

例：ファミリー向け
コースを選択した場合
（抜粋）

遊ぶ

：

北九州都市高速おすす
め周遊ルートコース

和洋レストラン三井俱楽部

ＪＲ門司港駅
（国重要文化財指定）

関門海峡ミュージアム
（関門海峡をまるごと楽しむ体験型博物館）

約 分 北九州都市高速 春日～下到津
＜次は、小倉エリア 到津の森公園へ＞

（略）

食べる

遊ぶ

門司港

下関市立しものせき水族館「海響館」

例：美術館・博物館
コースを選択した場合
（抜粋）

スタート
都市高速 水城出口

一般道を走行【 分（ ㎞）】

国道 号（～ 高雄 ・左折）

県道 号線（ 高雄 ～ 上宝満橋 ・左折）

・
（略）

スポット①
九州国立博物館（福岡県太宰府市）

一般道のみの走行 【１時間７分（ ㎞）】
都市高速を使用 【 分（ ㎞）】

分の短縮！

スポット②
福岡県立美術館（福岡市中央区）

県道 号線（ 九州国立博物館入口
・右折）
県道 号線（ 九州国立博物館入口
～ 上宝満橋 ・右折）

・
・

（略）

（略）

国道 号（ 高雄 ～）
都市高速 水城～築港（約 分）

（出口左折）ベイサイド通り（～ 対馬小路

・右折）

・

略）

お客様からのご意見に対応した取組
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点検・診断結果を基に、計画的な補修の実施
メンテナンスサイクルの取組を
情報基盤データベース等へ記録

【点検】 【診断】

年に１回の頻度にて、
全数近接目視点検の実施

【記録】 【措置】

道路橋定期点検要領（ 国土交通省
策定）を基に統一的な尺度にて、健全
性の診断を実施

都市高速道路の安全かつ円滑な交通を保持するためには、道路を常に良好な状態に
保つ必要があります。このため、平成２９年度に策定したインフラ長寿命化計画（個
別施設計画）に基づき、メンテナンスサイクル（点検・診断・措置・記録）の取組を
確実に実施しながら、各種構造物・施設の適切な維持管理を行っています。

路面の損傷や交通事故による施設の損傷、
落下物の回収をはじめとする高速道路上で
のあらゆる緊急事象に対し 時間 日
体制で臨んでいます。

全線にわたる路面清掃や草刈等の樹木管理
を定期的に行っています。

路面凍結による事故を未然に防ぐため、状
況により凍結防止剤の散布を行います。ま
た、積雪による通行止めの場合、除雪して
早期開放に努めます。

除雪作業

事故対応 緊急補修対応

路面清掃 草刈

標識車

路面清掃車
作業車

４ 安心のための維持管理

１）メンテナンスサイクル（点検・診断・措置・記録）の取組

２）維持管理の日常的な取組

緊急事象への対応

道路清掃・樹木管理 積雪・凍結への対応
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路線延長の約３割が供用から３０年以上経過したことや、交通量の増加に伴い、橋梁な
どの老朽化が進んでいます。
このため、平成２４年度から老朽化・予防保全事業を実施しています。

最初に供用し、老朽化が進んでいる１号線（香椎～東浜）から鋭意工事を進めており、
令和２年度から著しい損傷が確認された２号線（榎田～水城）にも着手しています。

令和 時点

凡例 供用年数 延長（km）

40年以上 5.9

30～39年 10.6

20 ～ 29年 15.0

10 ～ 19年 24.4

10年未満 3.4

合計 59.3

・対象路線：福岡高速１～５号線
・事業期間：平成２４年度～令和１３年度の２０年間
・対策事例：剥離・鉄筋露出部の断面修復、

ひび割れの補修、床版防水、炭素繊維シート貼付、
鋼桁の塗装塗替 等

老朽化・予防保全事業

【上部工】 損傷の特徴 交通荷重による床版の疲労

工種 橋梁補修工事

福岡高速１号線（香椎～東浜）

【補修前】 【補修後】

損傷一例 炭素繊維補強

【補修中】

炭素繊維シート貼付

（工事状況全景）

福岡高速２号線（榎田～水城）

著しい損傷の事例

コンクリート床版下面のひび割れ

【舗装撤去前】
〈舗装の損傷〉

【舗装撤去後】
〈コンクリート床版の土砂化〉

コンクリート橋脚の剥離 コンクリート床版のひび割れ 鋼桁の腐食

老朽化の状況写真

３）構造物の老朽化対策

福岡高速の取組み
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平成１５年度～２０年度に、当時供用から３０～５０年以上経過した４号線を対象に大規
模修繕事業を実施しました。

しかし、その後１０年以上が経過し、路線延長の約９割が供用から３０年以上経過すると
ともに、４号線においても新たな疲労損傷が生じるなど、橋梁等の老朽化が進んでいます。

限られた予算の中で優先順位を付けながら、応急的な維持補修を実施しているものの、要
補修箇所数が増加の傾向にあります。

平成 年度に「北九州高速道路の大規模修繕等に関する技術検討委員会」より、「橋梁
の大規模修繕等の必要性」について提言をいただきました。

この提言や地方道路公社の償還期間の改正等を踏まえ、大規模修繕事業等の早期着手に向
け、財源確保等について国や設立団体と協議を進めています。

令和 ４ 時点

凡例 供用年数 延長（km）

50年以上 14.2

40～49年 21.3

30～39年 10.1

20 ～ 29年 1.5

10 ～ 19年 2.4

合計 49.5

老朽化の状況写真

床版の損傷

要補修箇所数の推移

約

約

［箇所数］

号線下部工の新たな損傷

◆ 将来にわたって構造物の耐久性や健全性を確保するためには、
大規模修繕事業が必要と判断される

◆ 大規模修繕事業の実施にあたっては、路線の特徴や構造物の損
傷状況を踏まえ、最適な時期に最適な工法を選択し、維持管理コス
トの縮減を図ること

◆ 大規模修繕事業と併せて耐震補強事業に取り組み、仮設足場の
共用等によって効率的で経済的な事業推進を図ること

委員会からの提言（平成 年 月 日）

国において、道路整備特別措置法等に基づく「有料道路整備資金貸付要領」が改正（令和 年 月 日施行）

償還期間の上限： 年以内 ⇒ 年以内

委 員 長 松田 泰治 （九州大学 大学院教授）
副委員長 山口 栄輝 （九州工業大学 大学院教授）
副委員長 添田 政司 （福岡大学 大学院教授）
委 員 ２名
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ２名

・委員会構成メンバー

【参考】地方道路公社の償還期間の上限の延長

北九州高速の老朽化対策の必要性
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豪雨による被災により、北九州高速道路及び九州自動車道が通行止めとなりました。
即座に応急復旧に着手し、関係機関等の応援もいただき、被災から５日目に全線開

放を行うことで、本州と九州を連絡する交通軸を確保しました。

被災後、即座に応急復旧に着手し、関係機関等の応援もいただき、被災から５日目に
全線開通を行いました。

関係機関等からの情報を
集約し対策方針を協議

本復旧は、国の補助事業に採択され、令和２年３月に完了しました。

土砂撤去工
（奥田地区）

法面保護工
（富野地区）

法面保護工
（大里地区）

国交省記者発表資料（Ｈ ）より

本州と九州を連絡する交通軸を確保

昼夜を問わない復旧作業災害協定に基づく支援
企業からの応援

５ 危機管理

1）平成30年7月豪雨の被災と復旧（北九州高速）

被災状況と復旧

応急復旧

本復旧の完了
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大規模災害発生時に、復旧対応を迅速化するため、関係機関と協定を締結しています。
平成 年７月豪雨を踏まえて、令和元年度、新たに九地整、及び民間三団体と協定を

締結し、災害対応力を強化しました。

危機（災害等）において事業運営に伴う様々な課題に対して
被害の最小化が図られ、できるだけ短時間で事業の再開を行う
ため、危機（災害等）の対策や迅速かつ的確な対応を明らかに
することを目的として事業継続計画（ ）を策定しています。

この計画に基づく訓練として、令和２年度は、緊急車両等が
通行可能となる段差解消資機材を用いた道路啓開訓練を公社と
して初めて実施しました。

＜段差走破訓練状況＞

大規模災害時に都市高速を管理す
る 団体が応急復旧業務を円滑に行う
ために相互に協力する目的で協定を
締結しています。（被災状況や通行
止め状況などの）情報交換や応急工
事などの協力要請について定めてい
ます。

目的：災害時の人材・資機材の相互協力【平成 年 月 日締結】
○首都高速道路株式会社 ○阪神高速道路株式会社
○名古屋高速道路公社 ○広島高速道路公社
○福岡北九州高速道路公社

震災時等における応急復旧業務の相互協力に関する協定（都市高速５団体）

災害時における応急対策に関する協定（民間７団体）

目的：災害時の都市高速の復旧に資する協定
【平成 年 月 日締結】 【令和元年 月 日締結】
○日本建設業連合会（土木一般） ○建設コンサルタンツ協会 測量設計）
○日本橋梁建設協会（鋼構造物） ○福岡県地質調査業協会（地質調査）
○ＰＣ建設業協会（ＰＣ構造物） ○福岡県建設業協会（土木一般）
○日本道路建設業協会（舗装等）

目的：資機材及び職員の相互応援【令和元年 月 日締結】
○国土交通省九州地方整備局

大規模な災害時の相互応援に関する協定（九地整）

災害時に備えた協定

災害時に備えた計画

2）大規模災害への備え
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新型コロナウイルス
感染拡大に伴う緊急事態
措置の延長について

2021.02.08
・入口や本線の道路情報板での

注意喚起文の掲示
・北九州高速パーキングエリア

でのポスター掲示
・公社ホームページでの福岡県

等からの注意喚起文の掲載

公社では、都市高速が担う物流、緊急輸送ルート等の機能を確保しつつ、お客様、
関係先の皆様及び公社職員の感染リスクの軽減を図るため、様々な対策を実施して
います。

・マスク着用、トレーによる料金収受
・精算機器類、手指の定期的な消毒
・収受班における小グループ化

※朝礼、アルコール検査、移動、精算作業等を小
グループに分けて実施。万が一感染者が発生した
場合でも、接触者の最小化を図ることで、収受業
務への影響を回避しています。

・巡回班における小グループ化
・管制室での隊員同士の距離の確保
・巡回車、管制機器類等の定期的な消毒

・始業前の検温等の体調管理
・朝礼時の距離確保、作業時のマスク

着用
・作業車両、使用器具等の定期的な消毒

・現場での「三密の回避」の徹底
・送風機での現場の換気
・「工事現場の遠隔臨場」の制度試行

導入

・テレワークＰＣによる在宅勤務、
時差出勤、ＷＥＢ会議システムの活用

・会議室、受付等での飛沫防止パネル
設置

お客様への呼びかけ

料金収受業務

交通管制業務 維持補修工事・業務

建設・保全工事 公社職員

3）新型コロナウイルス感染症への対応
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令和２年度

料金収入

日平均料金収入

日平均通行台数
ＥＴＣの利用率 88.6%（R3.3月）

（対前年同月比　+0.1P）

359.1億円／年

０.９８億円／日

157,410台／日

供用延長距離
令和３年３月末現在　5９.３㎞

料　　　金
普通車 ６3０円 １,２60円大型車

年度

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

55 56 57 58 59 60 61 62 63元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30元 2

年度末供用延長距離（右軸）

日平均通行台数（左軸）

日平均料金収入（左軸）

（ ）（千台 日・百万円 日）

（1985）（1980） （1990） （1995） （2000） （2005） （2010） （2015）

普通車 大型車

01次供用 S55.10.20 ア 5.9 200 400
02次供用 S58.10.06 イ 7.4
03次供用 S61.04.23 ウ 8.2
04次供用 S62.11.06 イ 9.2
05次供用 S63.10.31 ウ 11.3

H01.03.04 イ 500 1,000
H01.10.01 エ

07次供用 H05.04.02 ウ 17.4
08次供用 H06.04.04 ウ 20.2

H11.03.27 ウ

H12.03.28 エ

10次供用 H12.11.21 ウ 31.5
11次供用 H13.10.13 ウ 36.8
12次供用 H14.03.10 ウ 38.7
13次供用 H15.05.01 ア 41.4
14次供用 H16.06.27 ウ 44.3
15次供用 H18.03.26 ウ 48.7
16次供用 H20.04.19 ウ 51.8
17次供用 H23.02.26 ウ 55.9

H24.07.21 ウ

H26.04.01 エ 620 1,230
R01.10.01 エ

19次供用 R3.3.27 ウ 59.3
630 1,260

供用延長・料金の推移
料金（円）

1,200

800

700

　※　ア：供用＋同日料金改定、イ：供用＋翌日料金改定
　　    ウ：供用のみ、エ：料金改定のみ

06次供用

09次供用

350

400

16.5

510

31.0

550

1,030

1,100

供用区分
供用年月日
料金改定日

供用延長
（km）

600

18次供用 56.8

※

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症等の影響により、交通量は前年度比１６．４％、

収入は前年度比１５．５％減少しました。

６　信頼される事業運営

福岡高速道路

１）料金収入・通行台数・供用延長の推移

— 20 —



令和2年度

料金収入

日平均料金収入

日平均通行台数
ＥＴＣの利用率 85.4%（Ｒ3.3月）

（対前年同月比　+0.7P）

　＊施設数及び契約台数は令和３年４月１日現在

　＊料金収入は令和２年度実績

75,843台／日

福岡高速道路及び北九州高速道路の高架下の有効利用として駐車場の運営管理を行っています。

0.41億円／日

149.1億円／年

料　　　金
普通車 52０円 大型車 １,05０円

供用延長距離
令和3年３月末現在　49.5㎞

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0

20

40

60

80

100

120

140

55 56 57 58 59 60 61 62 63元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30元 2

年度末供用延長距離（右軸）

日平均通行台数（左軸）

日平均料金収入（左軸）

（ ）

（1985）（1980） （1990） （1995） （2000） （2005） （2010） （2015）

（千台 日・百万円 日）

普通車 大型車

01次供用 S55.10.20 ア 3.7 150 300
02次供用 S58.10.06 イ 6.9
03次供用 S61.12. 2 ウ 8.9
04次供用 S63.12.17 ウ 10.0
05次供用 H01.08.30 イ 12.8
06次供用 H02.03.31 ウ 13.8

H03.03.31 ア

H05.04.01 エ

H 7. 09.30 イ

H12.07.26 ウ

H12.11.01 エ

09次供用 H13.07.02 ウ

H18.02.26 ウ

H26.04.01 エ 510 1,030
R01.10.01 エ 520 1,050

07次供用 45.6

08次供用

1,000

900

720
※2

700

料金（円）

供用延長・料金の推移

450

350

360
※2

　※1　ア：供用＋同日料金改定、イ：供用＋翌日料金改定

ウ：供用のみ、エ：料金改定のみ

※2 H3.3.31からH5.3.31まで、４号線は距離別料金。

10次供用
49.5

47.1

500

供用区分
供用年月日
料金改定日

供用延長
（km）※1

料金収入（百万円）

計

施設数 契約台数

約1,300台

約1,000台

約2,300台

区　分

福　岡　駐車場

北九州　駐車場

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症等の影響により、交通量は前年度比１６．０％、

収入は前年度比１４．６％減少しました。

2）高架下駐車場

北九州高速道路
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業務
収入

業務外
収益

計
道路

管理費
一般

管理費
業務外
費用

損失補填
引当金

計

福岡高速道路

北九州高速道路

※ 端数処理の関係上、合計において合致しない場合があります。

（単位：億円）

収　　　　益 費　　　　　　　　用 償還
準備金
繰入

福岡・北九州高速道路

公社では、財政状態や経営成績を明らかにするため、企業会計原則に準じた会計処理を行っています。

＜根拠法令等＞地方道路公社法、同法施行規則、福岡北九州高速道路公社会計規程、同規程実施細則

n有料道路事業制度は、借入金により道路を建設し、お客様からの料金収入により定められた期間内

に償還し、償還完了後は無料開放する制度です。
n毎年度の『収支差』（収入と費用の差）は全て投下資金（借入金）の償還に充当します。

n公社は、利益を配当する義務がなく、法人税法上の公共法人であるため、法人税を課せられたりす

ることがなく、収支差の全てを償還に充当します。
n有料道路事業制度では、無料開放を実現するとの観点から、借入金の償還状況を会計処理において

適切に把握するため、『道路資産』においては、企業会計上一般に採用されている減価償却費を計上

する方式は採用していません。

n借入金の償還に充てられる各年度の『収支差』を『償還準備金繰入』として費用計上し、その累計

額を『償還準備金』として負債に計上する方式を採用しています。

n道路の資産を形成するのに要した費用を積み上げた『道路資産』と、借入金の返済に充てる『償還

準備金』を対比することにより、償還状況が明確に把握できます。

、

  ３）年度別収支の状況（令和2年度）

損益計算書の概要

会計処理の特徴

有料道路制度の会計の特徴は

借入金の償還状況を適切に把握するために

償還準備金積立方式を採用

償還準備金積立方式のしくみ
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　■令和２事業年度決算では、福岡高速、北九州高速ともに新型コロナウイルス感染症の影響によ
　　る料金収入の減少があったものの、償還準備金繰入は確保

　■今後も着実に償還準備金積立を行う見通し

（億円）

年 度

福岡高速道路

（億円）

年 度

北九州高速道路

償還準備金繰入（単年度）

償還準備金（累計）

償還準備金繰入（単年度）

償還準備金（累計）

令和２年度末
償還準備金

億円

令和２年度末
償還準備金

億円

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

未償還残高

億円

償還準備金
億円

（億円）

令和２年度末償還状況

（億円）

令和２年度末償還状況

償還率

（ ）

償還準備金繰入（単年度）

償還準備金（累計）

償還準備金繰入（単年度）

償還準備金（累計）

営業中道路
（償還対象額）

億円

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

未償還残高
億円

償還準備金
億円

償還率

（ ）

営業中道路
（償還対象額）

億円

※ 端数処理の関係上、合計において合致しない場合があります。

償還準備金繰入：収益から費用を差し引いた毎年度の収支差

償還準備金 ：償還準備金繰入の累計額

償還率 ：償還準備金÷営業中道路（償還対象額）

償還準備金の推移
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　高速道路の建設にかかる資金は、設立団体、国、金融機関等からの出資金や借入金等

で調達し、これを通行料金収入で一定期間内に返済する制度となっています。

出資金

公

社

設
立
団
体

福岡県
福岡市

北九州市

出資

返済

政府無利子貸付金

国 国土交通省

金
融
機
関
等

・銀行等シンジ
　ケート団
・投資家

貸付

利払・返済

貸付

返済

民間資金

お客様

通行料金
収入

特別転貸債

国
財務省

(財政融資資金)

貸付 設
立
団
体

福岡県
福岡市

北九州市

貸付

利払・返済 利払・返済

地方道路公社法第４条により、福岡県、福岡市、北九州市（以下「設立団

体」と省略）から出資を受けており、その割合は各高速道路別で県と各市が

ずつとなっています。

有料道路整備資金貸付金といい、道路整備特別措置法第２０条により、道

路の新設又は改築に要する資金として貸付を受けています。

（償還期間：２０年）

設立団体が地方債として国の財政融資資金を借り入れ、公社は設立団体か

ら貸付（転貸）を受けています。

（償還期間：２０年）

公社債の発行や銀行からの貸付により資金を調達しています。

調達する資金には、地方道路公社法第２８条により、設立団体の債務保証

が付されており、より一層信用力が高いものとなっています。

（償還期間：５年、１０年、１５年、２０年）

資金の構成と返済の流れ

 4） 資金の調達と借入れ状況
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【全体】 （単位：億円）

計
A＋B－C

構成比
％

【福岡高速道路】 （単位：億円）

計
A＋B－C

構成比
％

【北九州高速道路】 （単位：億円）

計
A＋B－C

構成比
％

※ 端数処理の関係上、合計において合致しない場合があります。

合計

民間資金

民間資金

民間資金

小計（無利子）

小計（有利子）

小計（無利子）

小計（有利子）

小計（無利子）

小計（有利子）

出資金

合計

合計

無利子貸付金

特別転貸債

金融機構資金

R1年度末
借入金残高

R2年度
借入額

R2年度
償還額

R2年度末借入金残高

出資金

無利子貸付金

特別転貸債

金融機構資金

R1年度末
借入金残高

R2年度
借入額

R2年度
償還額

R2年度末借入金残高

無利子貸付金

特別転貸債

金融機構資金

R1年度末
借入金残高

R2年度
借入額

R2年度
償還額

R2年度末借入金残高

出資金

出資金

億円

福岡県
億円

出資金受入状況

（令和２年度末）

特別転貸債借入残高

（令和２年度末）

福岡市
億円

福岡県
億円

福岡市
億円

北九州市
億円

13％

北九州市
億円

特別転貸債

億円

資金の借入れ状況
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（単位：億円）

事業
区分

項　　　目
福岡

高速道路
北九州

高速道路
計 項　　　目

福岡
高速道路

北九州
高速道路

計

出資金 高速道路建設費

無利子貸付金 一般管理費

特別転貸債 支払利息

高速道路債券

小　　　計 小　　　計

高速道路料金収入 維持改良費（*1）

駐車場料金収入 業務管理費（*2）

原因者負担金受入 原因者負担補修費

民間借入金 一般管理費

業務外収入 業務外支出

（内 元金償還金）

（内 支払利息等）

小　　　計 小　　　計

その他 受託業務収入等 受託業務費等

合計

収　　　　　　入 支　　　　　　出

管
理
事
業

建
設
事
業

※端数処理の関係上、合計において合致しない場合があります。

（ ）維持改良費：高速道路及び附属施設の維持補修・改良工事に要する経費

（ ）業務管理費：高速道路の料金収受業務や交通管理管制業務委託ほか管理に要する経費

＊この実数内で常任調査役、調査役を配置（上記への表示、略。）

令和３年７月１日現在

総 務 部 総 務 課

財 務 課

営 業 部 営 業 管 理 課

営 業 課

企 画 部 企 画 課
理　　事

計 画 課

理 事 長 副 理 事 長 理　　事 技 術 管 理 課

保 全 管 理 課
理　　事

施 設 計 画 課

保 全 課

福 岡 事 務 所 設 計 調 整 課

沿 道 対 策 課

用 地 課

交 通 課

施 設 課

北九州事務所 管 理 課

監　　事

（非常勤）

交 通 課

保 全 課
監　　事

監 査 室
（非常勤）

  ５）令和３年度予算

  6）役員・組織
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